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対前期増減の内訳 
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Nycomedの企業買収に起因する特殊要因 △504億円 

棚卸資産の時価評価による増加部分に係る償却費 

 ＇売上原価（           △342億円 

無形固定資産償却費＇一般管理貥売費（  △120億円 

のれんの償却費＇一般管理貥売費（          △43億円 

*5 

10,811

11,276

＋144   ＋839   

＋13   

△506

△25

10年度

4-12月

医療用医薬品

（国内）

医療用医薬品（海外）

～旧Nycomed除き～

医療用医薬品（海外）

～旧Nycomed～

ヘルスケア その他 11年度

4-12月

( )

(10-12月)

売上高の増減内訳 【セグメント別】 
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為替影響 

△370 

＇単位：億円（ 
(国内)10年度以降発売 新製品*計 ＋297 
 *ネシーナ・ユニシア・ベクティビックス・ロゼレム・メタクト・アクトスOD 
  ・ランピオンパック・レミニール・ソニアス・リオベル 

パントプラゾール ＋209

アクトベジン ＋48

ダクサス ＋6
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連結医療用医薬品売上高 【地域別】 

4 

対前期増減<増減率> 

•    +849 <+8.8％> 

連結医療用医薬品売上高 

+479 <+5.0％> 

•     +48 <+1.3％> 

米州 

△247 <△6.8％> 

•    +468 <+42.5％> 

欧州 

+429 <+38.9％> 

•    +118 <+68.6％> 

アジア他 

+114 <+66.6％> 

 

日本 

+142 <+3.2％> 

•      +74 <+23.5％> 

知的財産権収益・役務収益 

+41 <+13.0％> 

為替影響除き 

10年度4-12月 11年度4-12月 

＇単位：億円（ 

(旧Nycomed) カナダ、ラテン
アメリカ、ブラジル 

(旧Nycomed) ヨーロッパ、
ロシア/CIS、トルコ (旧Nycomed) 南アフリカ、

中東、南アジア、北アジア 

※うち新興国市場・・・＋ 383億円＜＋351.4％＞ 

[10.4-12月] 109億円 ⇒ [11.4-12月] 492億円 

314 355 

4,473 4,615 

172 286 1,103 
1,532 

3,608 
3,361 

9,670
10,149

主要製品の状況 
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3,325

2,650

3,830 3,615

＋3△238

△439

△675

△214

10年度4-12月

営業利益

<A>

売上総利益

増減

<B>

一般管理販売費

影響

<C>

研究開発費

影響

<A+B+C>

営業利益

増減

11年度4-12月

営業利益

10年度4-12月

営業利益

(特殊要因除き*)

11年度4-12月

営業利益

(特殊要因除き*)

営業利益の増減内訳 
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  売上総利益率 △5.3pt. 
  (10.4-12月  78.3％ ⇒ 11.4-12月 72.9％) 

(△20.3%) 

＇単位：億円（ 

 Nycomed買収影響       △536 
 ＇企業結合会計による無形固定資産及び 

  のれんの償却費含む（ 

* 企業買収などに起因する無形固定資産償却費、のれん償却費、棚卸資産のステップアップ(時価評価による増加部分)に係る償却費の影響を除いております。 

2,155

1,606

2,511
2,203

＋176

△675 △39
△11

△549

△308

10年度4-12月

純利益

<A>

営業利益
増減

<B>

営業外損益
増減

<C>

特別損益
増減

<D>

税金等
影響

<A+B+C+D>

純利益
増減

11年度4-12月

純利益

10年度4-12月

純利益

(特別損益・

特殊要因除き*)

11年度4-12月

純利益

(特別損益・

特殊要因除き*)

純利益の増減内訳 
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 連結実効税率   +7.0pt. 

 (10.4-12月 35.3％ ⇒ 11.4-12月 42.3％) 

 ・税制改正による法人税の増加   175億円 

  (11年度末の繰延税金資産の評価替え影響額の 

   3Q決算期間対応分) 

(△25.5%) 

＇単位：億円（ 

固定資産売却益 +176  

* 企業買収などに起因する無形固定資産償却費、のれん償却費、棚卸資産のステップアップ(時価評価による増加部分)に係る 

 償却費の影響を除いております。 
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キャッシュフローの状況 
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※ 第３四半期のキャッシュフローは任意開示であり、監査人のレビュー手続きは踏んでおりません。 

11-13中期計画期間の配当支払は１株180円/年を維持 
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2011年度 連結業績予想 
 為替影響除き  △260億円 
  ・アクトスの減収等 

 欧米でのリストラ関係費用  △290億円 

 税制改正影響  △200億円 

 固定資産売却益  +100億円 

 欧米でのリストラ関係費用  △420億円 

 固定資産売却益  +176億円 
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2011年度 10-12月 旧Nycomed社業績概要 【対前期】 

2011年度第3四半期 
研究開発におけるアップデート 

2012年2月1日 

取締役 
チーフ メディカル＆サイエンティフィック オフィサー 
山田 忠孝 
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研究開発における原則 
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イノベーション 緊急性 

パフォーマンス 

評価 
連携 

患者さんのために 

13 

 
臨床中期パイプ
ラインの強化 

創薬研究の活性化 臨床後期パイプラ
インの価値最大化 

Intellikine社 

•  INK128、INK1117を獲得 

•  癌領域パイプライン・研究
力の強化 

武田カリフォルニアの設立 

•武田サンディエゴ社（基盤技術）と
武田サンフランシスコ社（抗体医
薬研究）を融合 

• 研究能力の更なる向上 

（米国FDA）審査終了目標日 

• ネシーナ、ネシーナとアクトス 

  の合剤 - 2012年4月25日 

• Peginesatide – 2012年3月27日  
（FDA諮問委員会が承認を推奨） 

研究開発生産性の向上に向けて 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.edarbi.com/images/edarbi_logo.gif&imgrefurl=http://www.edarbi.com/patient_savings.aspx&usg=__PE90S-1fH_G3hyRkhixQY-vKJs8=&h=147&w=172&sz=5&hl=ja&start=4&zoom=1&tbnid=fybNHxvvh1EvhM:&tbnh=85&tbnw=100&ei=434OT_fzO6zSmAXT16DMAw&prev=/search?q=Edarbi&hl=ja&gbv=2&tbm=isch&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.onlinecanadameds.com/imagem.php?masterid=4669&imgrefurl=http://www.onlinecanadameds.com/customer/product-4669-.html&usg=__wgq_VM_JElvcGZcLlHqVs19v5z8=&h=121&w=255&sz=18&hl=ja&start=80&zoom=1&tbnid=Y5yBx1_bng8ijM:&tbnh=53&tbnw=111&ei=NX8OT6eJDYLbmAX1g-j3Aw&prev=/search?q=Velcade&start=63&hl=ja&sa=N&gbv=2&tbm=isch&itbs=1
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最近のステージアップ 
第2四半期決算発表(2011年11月4日（以降 

VELCADE 皮下投不 米国 2012年1月 

AZILVA 
(TAK-536) 

高血圧症 日本 2012年1月 

EDARBI 
(TAK-491) 

高血圧症 欧州 2011年12月 

EDARBYCLOR 
(TAK491+CLD) 

高血圧症（クロルタリドンとの合剤） 米国 2011 年12月 

Feraheme 鉄欠乏性貣血 カナダ 2011 年12月 

SYR-322 糖尿病＇メトホルミンとの合剤（ 米国 2011年11月 

TAK-491 高血圧症 ブラジル 2011年11月 

TAK-390MR 逆流性食道炎の治療およびその維持
療法・非びらん性胃食道逆流症 

フィリピン 2011年11月 

TAK-700 前立腺癌 日本 

TAK-361S 百日ぜき、ジフテリア、破傷風、ポリオ
による感染症の予防 日本 

 Ph1   Ph2    Ph3       申請        承認 

15 

新規パイプライン 
第2四半期決算発表(2011年11月4日（以降 

 Ph1   Ph2    Ph3       申請        承認 
  

DAXAS* 慢性閉塞性肺疾患 

スイス 

マレーシア 

ロシア 

香港 

韓国 

2012年1月 

2011年9月 

2011年8月 

2011年7月 

2011年5月 

シンガポール 

台湾 
2011年8月 

2011年4月 

Veltuzumab 関節リウマチ 
米国 

欧州 

MT203 関節リウマチ 
米国 

欧州 

INK128 

進行性固形癌 

多発性骨髄腫 

ワルデンシュトレーム・マクロ
グロブリン血症  

- 

INK1117 進行性固形癌 - 

•DAXASについては、スペースの都合上、全ての情報は記載しておりません。 
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有望なパイプライン、成長ドライバーの 
確実な承認取得  

TAK-700 

• 17, 20 リアーゼ阻害薬 
•非ステロイド骨格 
•前立腺癌 

MLN9708 
第2世代のプロテアソーム阻害薬 

 経口投不可能 

TAK-875 
 GPR40作動薬 

 糖尿病 

Peginesatide 

  ESA製剤＇合成（ 
  1ヶ月製剤 

  腎性貣血 

アドセトリス*＇SGN-35（ 
 抗体薬物複合体 
 血液癌 

                        *欧州製品名 

 Lu AA21004 
 多重作用メカニズム型抗うつ薬 

大うつ病・全般性丌安障害  

 FY11                           FY12                    FY13                      FY14- FY15 

ベルケイド ＇皮下投不（ 
承認されている唯一の 

  プロテアソーム阻害剤 

ダクサス* 
  PDE4 阻害薬 

  ファーストインクラスの COPD薬 

*欧州製品名 

ネシーナ*＇SYR-322（ 
 DPP-4 阻害薬 

 高い選択性 

*米国/日本製品名 

 

MLN0002 

• ヒト化抗α4β7インテグリン 
  モノクローナル抗体 

TAK-438 
  P-CAB 

  より優れた有効性 

 
イダービ/イダーバクロー* 

＇TAK-491（ 
アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬 

より強い効果 

*米国製品名 

 

デクスラント*＇TAK-390MR（ 
• プロトンポンプ阻害薬 
• デュアル・ディレイド・リリース技術 

*米国製品名 

ラツーダ* 
  非定型抗うつ薬 

*欧州製品名＇予定（ 

16 

地域限定品目 

17 

ピオグリタゾンに関する規制当局の結論 

                                                                                                                

日本 添付文書改訂 

米国 添付文書改訂 

欧州 

添付文書改訂 

欧州委員会が、ピオグリタゾン含有製剤につい
て、欧州医薬品庁の見解＇ピオグリタゾンは2

型糖尿病の治療選択肢として有用（を承認 

2012年1月 

2011年6月 

2011年8月 

膀胱癌の発症リスクが、わずかに増加する可能性はあるものの、 
ピオグリタゾンは2型糖尿病の治療選択肢として有用である 



10 

18 

ビジョン 

方針 

施策 

機能 

 世界の公衆衛生向上に貢献 

 ベストインクラスの小児ワクチン・インフルエンザワクチン上市により、
日本でのワクチンビジネスを強化 

 タケダのグローバルな事業基盤を活用し、既存ワクチンを海外展開 

 新規性の高い小児・成人向けワクチンの強化 

 日本におけるs-IPV混合小児ワクチン・細胞培養インフルエンザワク
チンの着実な開発 

 特定市場での強固な貥売基盤を持つ企業との共同貥売 

 革新性の高い製品や新規基盤技術の導入 

 事業開発機能 

 事業総括機能 

 研究開発機能 

ワクチンビジネス部の設立 

将来見通しに関する注意事項 
 

 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」 を含みます。これらは、現在に
おける見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を
招き得る丌確実性を含んでおります。 

 

 それらリスクや丌確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貤為替変動といった一般的
な国内および国際的な経済状況が含まれます。リスクや丌確実性は、特に製品に関連した見通し情報に
存在します。製品のリスク、丌確実性には、技術的進歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了、
製品の安全性ならびに効果に関するクレームや懸念、規制当局からの承認取得、国内外の医療保険制
度改革、医療費抑制への傾向、国内外の事業に影響を不える政府の法規制、新製品開発に付随する
課題などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。 

 

 また、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たす製造能力を欠く
状況、原材料の入手困難、市場の需要が得られない場合などが含まれますが、これらに限定されるもの
ではありません。 

 

 今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」
の更新・修正を行う義務を負うものではありません。 


